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第１ 教育に関する事務の管理及び状況の点検及び評価の実施について 

  

平成１９年６月に公布された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改

正において、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等」が規定され

た。 

この規定により、平成２０年４月１日から、すべての教育委員会は、毎年その権限に

属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し議会に提出するとともに、公表することが義務づけられた。また点検及び評

価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ることとされ

た。 

 この法律の規定に基づき、三宅村教育委員会は、平成３０年度の三宅村教育委員会の

権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を行い報告書を作成し、三宅村

議会へ提出する。 

 

第２ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の実施方針について 

 

１．点検及び評価の目的 

（１）三宅村教育委員会は、毎年、主要な施策や事務事業の取り組み状況について点 

検及び評価を行い、課題や取り組みの方向性を明らかにすることにより、効果的な 

教育行政の一層の推進を図る。 

（２）また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると 

ともに、公表することにより、村民への説明責任を果たし、村民に信頼される教育 

行政を推進する。 

 

２．点検及び評価の対象 

「三宅村教育委員会の基本方針に基づく主要施策」を対象とする。 

 

３．点検及び評価実施方法 

（１）点検及び評価は、前年度の施策・事業の進捗状況を総括するとともに、課題や 

今後の取り組みの方向性を示すものとし、毎年１回実施する。 

（２）施策事業の進捗状況を取りまとめ、学識経験者の意見を聴取した上で、教育委 

員会において点検及び評価を行う。 

（３）教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、「点検・評価に関す 

る有識者」を置く。 

あああ①「点検・評価に関する有識者」は教育に関し学識経験を有する者の中から、教 

育委員会が委嘱する。 

あああ②「点検・評価に関する有識者」は２名とし、任期は３年とする。 

 

４．教育委員会において、点検及び評価を行った後、その結果を取りまとめた報告書 

を三宅村議会へ提出する。また、報告書は公表するものとする。 
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第３ 三宅村教育委員会の平成３０年度活動の概要について 

  

 三宅村教育委員会は、三宅村長が三宅村議会の同意を得て任命した教育委員会の代表

者である教育長と４人の非常勤の教育委員をもって組織される合議制の執行機関であ

り、その権限に属する教育に関する事務を管理執行している。 

 教育長の任期は３年、委員の任期は４年である。教育長は教育委員会の意思決定に基

づき事務を司っている。 

教育委員会の会議は、月１回定例会を開催している。 

 平成３０年度は、定例会を１２回、議案２４件、報告事項２４件について審議等を行

った。 

また、各学校行事に出席するとともに、授業内容や児童・生徒の生活状況、学校設備

の状況を把握するため学校視察を行った。 

また、「ふるさと人材育成事業」として、長野県伊那市高遠町、群馬県利根郡みなか

み町に教育委員会事務局からそれぞれ１名が随行し体験学習を実施した。 

 

第４ 三宅村教育委員会の基本方針及び平成３０年度主要施策 

    

［基本方針１ 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成］ 

 

新しい伝統・文化を創造していく三宅島にあって、すべての大人や子供たちが人権尊

重の理念を正しく理解するとともに、思いやりの心や社会生活の基本的ルールを身に付

け、社会に貢献しようとする精神をはぐくむことが求められる。 

 そのために、人権教育及び心の教育を充実するとともに、権利と義務、自由と責任に

ついての認識を深めさせ、公共心をもち自立した個人を育てる教育を推進する。 

  

（１）人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別をなくすため、国 

  が策定した「人権教育・啓発に関する基本計画」を踏まえるとともに、「東京都人 

権施策推進指針」等に基づき、人権教育を推進する。 

あああ①東京都人権施策推進指針に示された、女性、子供、高齢者、障害者、同和問   

題、アイヌの人々、外国人、ＨＩＶ感染者等、犯罪被害者やその家族、その他の

人権問題などの課題について、学校教育や社会教育等を通じて、人権教育研究推

進事業等を展開し、人権教育を効果的に進める。 

また、同和問題をはじめ様々な人権課題にかかわる差別意識の解消を図るため 

の教育を推進する。【3】 

あああ②相互に支え合う社会づくりをめざして、自他の権利を重んじ義務を確実に果た 

すことや人への思いやりが実際の行動につながるよう、社会体験や自然体験、交 

流活動などの学習の機会を充実する。【3】 

 

あ（２）子供たちに、社会の責任ある一員としての規範意識や公共心、思いやりの心を 

  はぐくむため、「法」に関する教育を推進するとともに、「道徳授業地区公開講座」 
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の実施により学校と家庭や地域が連携するなど、道徳教育の一層の充実を図る。 

また、「東京都教育の日」を中心にして、「心の東京革命行動プラン」など、東京

都教育委員会の諸施策を積極的に活用し、学校・家庭・地域が一体となって、子供

たちの豊かな心の育成を推進する。【4】 

あ 

（３）児童・生徒の健全育成を推進するために、いじめ、暴力行為等に対して、学校 

  ・家庭・地域と関係機関が連携を図り、問題行動等の未然防止、早期解決を行う。 

また、児童・生徒の規範意識や危機対応能力の向上を図るため、関係機関の協力 

  を得ながら、「セーフティ教室」や「薬物乱用防止教室」など、非行防止・犯罪防 

止教育を行う。【15】 

 

あ（４）子供の心の問題や不登校など、児童・生徒の多様な課題に対応するため、互い 

 に認め合い共に学び合う学校づくりを進めるとともに、スクールカウンセラーの活

用等関係機関との連携を密にしながら、学校における教育相談機能の充実を図る。

【15】 

あ（５）様々な体験活動や探究活動の機会を設け、子供たちに感動を与えるとともに、 

視野を広げ、次代を担う夢と希望をもった人材を育成する。【15】 

  

［基本方針２ 「豊かな個性」と「創造力」の伸長］ 

  

三宅島の特色ある伝統・文化と豊かな自然環境は、村民の貴重な財産であり、これを

継承するとともに生活の中に生かして、島のさらなる発展をめざさなくてはならない。 

また国際社会に生き、社会の変化に対応できるよう自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、 

表現力等の資質・能力を育成することが求められる。 

 そこで、基礎的な学力の向上を図り、個性と創造力を伸ばす教育を重視して、国際社

会に生きる日本人を育成する教育を推進する。 

 

（１）三宅村の発展に貢献する人材を育成するため、独創性や才能を伸ばす特色ある 

教育方法や制度を導入・拡充する。 

あああ①異校種間の連携を重視した教育を推進する。 

特に都立三宅高等学校と村立三宅中学校で連携型中高一貫教育を実施すると共に

保育園から小学校、中学校、高等学校までの一貫教育を推進し、教育課程の連携

や人的交流等を組織的・計画的に行い、魅力ある学校づくりに努める。 

また、保小中高一貫教育推進委員会を活用し、一貫教育における研究・開発を 

推進する。【9】 

あああ②子供が自信をもち、自己のよさや可能性を見出し、新たなことや困難なことに 

も挑戦しようとする意欲を高めるため、自己実現を図る力をはぐくみ、生きる力 

を育成する特色ある教育内容や、小規模校の特性を生かした指導方法の工夫・改 

善を進める。【9】 

あああ③学力調査を小学校及び中学校において実施し、その分析結果を基に授業改善を 

推進し、確かな学力の定着と伸長を図る。【1】 
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あああ④ＩＣＴ機器を活用した教材や指導方法、学習方法を研究し、効果的な教材・手 

法を取り入れ学習意欲の向上と補充・発展学習の充実を図る。【1】 

あああ⑤小学校及び中学校において研究授業を隔年で実施し、研究協議会を通してＩＣ 

Ｔ機器を活用した指導方法の充実を図る。【1】 

 

あ（２）児童・生徒の「生きる力」を育成するという基本的な考え方に立って、各教科 

   で最低限必要とされる学習内容について、小学校低学年から反復学習を行い基礎・ 

基本的な内容の確実な定着を図り一人一人の児童・生徒の学力や特性を把握し、個 

に応じた多様な教育活動を推進する。【1.2】              

あああ①家庭と連携し児童・生徒の学習習慣や読書習慣を確立させ学習意欲の向上を図 

る。【1】 

あああ②家庭と連携し発達段階に応じた家庭学習習慣の定着を支援する。【16】 

あ 

（３）児童・生徒の正しい勤労観・職業観をはぐくむため、社会見学や職場訪問、職 

  業人に話を聞く会、職場体験等を積極的に支援し、主体的に進路を選択する能力・ 

態度をはぐくむとともに、児童・生徒の発達段階に応じた系統的な教育を推進し、 

キャリア教育の充実を図る。【7.8】 

 

あ（４）三宅島の歴史・文化・自然に触れる機会を充実させて、郷土に対する愛着や誇 

  りをはぐくむ「郷土学習」を推進し、島のために貢献しようとする精神や島の発展 

のために進んで参加しようとする人材を育てていく。【11】 

 

あ（５）国際社会の中で活躍できる児童・生徒のコミュニケーション能力を育成するた 

  め、小学校の外国語活動や中学校の外国語授業の充実を図る。【2】 

 

あ（６）生活を見直し環境に配慮した行動を実践することや三宅島の豊かな自然の中で 

  体験活動をし、環境について考え環境保全や自然保護に取り組む環境教育を推進す 

る。【12】 

あ 

あ（７）発達障害を含む障害のある児童・生徒等の一人一人の能力を最大限に伸長し、 

  社会的自立を図ることのできる力や地域の一員として生きていくことができる力を 

培うため、小学校・中学校の特別支援教育体制整備への支援を行っていく。【14】 

 

 

［基本方針３ 「総合的な教育力を生かした学校教育」と「生涯学習」の推進］ 

 

小学校・中学校が協力して教育活動を実施するとともに、家庭や地域と協働して、在

籍する児童・生徒に対し生活のために必要な習慣を身に付けさせるとともに、自立心を

育成し、心身の調和のとれた発達を図れるように努める。 

 また、すべての村民が個人の生活を充実させ、教養を高め、社会に貢献できるように

するとともに、生涯を通じて、自ら学び、文化やスポーツに親しみ、社会参加できる機
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会が確保できるよう支援する。 

あ（１）三宅島の学校教育施設・設備の整備を推進する。その上で火山災害・地震災害 

・台風等の自然災害に対応した安全対策により、児童・生徒が安心して学習に取り 

組むことができる環境を整備する。【13】 

また、気象庁等の関係諸機関と連携し、三宅島の火山や自然に関する学習の充実 

  を図る。【10】 
 

あ（２）子供が安全にくらすための取組を推進するため、学校の安全教育において、児 

  童・生徒に危険を予測し回避する能力や、他者や社会の安全に貢献できる資質・能 

力を身に付けられるよう、家庭や地域などの関係諸機関と連携を図りながら安全教 

育を推進する。【13】 
 

あ（３）三宅島の将来を担う人材育成のための教育を村民の理解と協力の上で推進す

る。そのために、村立学校の果たす役割と教職員の職務について、三宅村民の理解

が十分に得られるよう、学校の教育活動を広く村民へ公開する。授業公開や学校だ

より及び学校ホームページ等で情報発信するなど開かれた学校づくりをさらに充実

させ村民からの信頼と期待に応えることのできる教育を推進する。【18】 
 

あ（４）子供の健康や体力向上を図るため、健康や体力に関する意識を高め、学校・家 

  庭・地域が連携した児童・生徒の健康・体力づくりを支援し、各学校の特色を生か 

した具体的な取組を推進する。 

また、児童・生徒が積極的に運動やスポーツに親しむとともに継続した活動を通 

  して心身の調和的発達を遂げることができるよう小中合同運動会や部活動を充実さ 

せる。更に東京都児童・生徒の体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果を活用

して体力の向上につなげるとともに、生涯を通じてスポーツに親しむ基礎を培う。 

一方で村立学校は、体育施設を地域スポーツクラブ等に開放し、地域スポーツの 

振興を図る。【5.6】 

 

あ（５）児童・生徒が望ましい食習慣を確立し、健康な食生活を送ることができるよう 

にするため、村立学校における食育の一層の推進を図るとともに、学校給食におけ 

る地産地消を推進する。 

また、関係諸機関とも連携を図りながら、村民の食育に関する意識を高め、家庭 

や地域と協働した食育の推進を図る。【17】 
 

あ（６）地域の伝統芸能を理解し、体験することを通して地域への愛着を深める活動を 

支援する。【21】 

 

あ（７）郷土資料館や図書館及び文化会館等の社会教育施設を充実させ、学校に対する 

教育活動支援を図るとともに、村民の学習・交流の機会にかかわる情報サービスを 

随時提供し、家庭や村民の教育力の向上を図る。 

あ 

（８）三宅村の文化財の状況把握を常に行い、村民全体の貴重な財産として保全に努 
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める。【22】 

 

［基本方針４ 「村民の教育参加」と「学校経営の充実」の推進］ 

 

家庭・学校・地域の協働とすべての村民の教育参加を進め、村民の願いや三宅島の地

域の特性を生かした教育行政を力強く展開する。 

そのために、地域の特性を踏まえた広域的な視点に立つ教育行政を進めるとともに、 

村民に信頼される魅力ある学校づくりをめざした学校経営への支援を図る。 

                 

あ（１）学校運営連絡協議会を充実させ、保護者等の意見・提言、評価結果を学校評価 

に積極的に反映させるなど、開かれた学校づくりを一層推進する。【19】 

 

あ（２）村民に信頼され、魅力ある学校づくりを進めるため、校長の人事構想に基づく 

教員人事や学校の組織的な課題対応力向上のための主幹教諭の配置により、学校の 

自主性、自律性の確立と校長のリーダーシップを発揮できるように支援する。 

【20】 

あ（３）教員の資質・能力及び学校の組織的課題解決能力を一層向上させるため、主幹 

教諭、主任教諭の職務と役割を明確にして、教育職員一人一人の意欲を引き出し、 

資質・能力の一層の向上を図るとともに、学校をより組織的に機能させ、学校全体 

の教育力の向上を支援する。【20】 

 

あ（４）教員の「学習指導力」「生活指導力・進路指導力」「外部との連携・折衝力」 

  「学校運営力・組織貢献力」の向上を図るため、東京都教育委員会の人事考課制度 

  と研修制度を積極的かつ効果的に活用できるように支援する。【20】 

 

あ（５）教員の資質向上・意識改革を図り、授業改善に生かすため、村立学校において 

年間授業計画の充実及び公表、週ごとの指導計画の作成及び点検の徹底、学校関係 

者による学校評価の実施及び公表、校内研修の充実等を支援する。【20】 

 

あ（６）学校をはじめとする教育施設は村民の共有財産であるとの観点から、学校施設 

機能の開放や効果的な運営を図る。【22】 

 

あ（７）村教育研究員制度を通して、教育研究活動の中核となる教員を養成し、その成 

果を広く授業実践に還元する。【2】 

 

あ（８）校内研究の充実を図り、体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用 

した問題解決的な学習を充実させる。【2】 

 

 （９）２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、学校教育にお

いて学習活動を支える取組の充実・支援を行う。 
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第５ 三宅村教育委員会の基本方針に基づく平成３０年度主要施策の点検及び評価に

ついて 

 

[基本方針１ 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成] 

 

＜主要施策＞ 

（１）人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別をなくすため、国 

 が策定した「人権教育・啓発に関する基本計画」を踏まえるとともに、「東京都人 

権施策推進指針」等に基づき、人権教育を推進する。 

あ①東京都人権施策推進指針に示された、女性、子供、高齢者、障害者、同和問題、 

 アイヌの人々、外国人、ＨＩＶ感染者等、犯罪被害者やその家族、その他の人権問 

題などの課題について、学校教育や社会教育等を通じて、人権教育研究推進事業等 

を展開し、人権教育を効果的に進める。また、同和問題をはじめ様々な人権課題に 

かかわる差別意識の解消を図るための教育を推進する。 

あ②相互に支え合う社会づくりをめざして、自他の権利を重んじ義務を確実に果たす 

 ことや人への思いやりが実際の行動につながるよう、社会体験や自然体験、交流活 

動などの学習の機会を充実する。 

 

（２）子供たちに、社会の責任ある一員としての規範意識や公共心、思いやりの心を 

 はぐくむため、「法」に関する教育を推進するとともに、「道徳授業地区公開講座」 

の実施により学校と家庭や地域が連携するなど、道徳教育の一層の充実を図る。 

また、「東京都教育の日」を中心にして、「心の東京革命行動プラン」など、東京都

教育委員会の諸施策を積極的に活用し、学校・家庭・地域が一体となって、子供たち

の豊かな心の育成を推進する。 

 

【施策の取組状況】 

・教育活動におけるあらゆる場、機会に生命の尊重と相手を思いやる心（認め合い、 

尊重し合う）の育成に努めた。 

・道徳授業地区公開講座、人権教育推進協議会を開催した。 

・規範意識の高揚、思いやりの心をはぐくむための学習活動を徹底した。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後も生命の尊重と相手を思いやる心の育成を図る。（人権教育の推進） 

・道徳授業地区公開講座の内容を工夫し、学校・家庭・地域・関係諸機関の連携を密

にする。 

・人権課題の動向を的確に把握し、一層の充実を図り、偏見・差別を許さない態度を 

身に付けさせる。 
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＜主要施策＞ 

（３）児童・生徒の健全育成を推進するために、いじめ、暴力行為等に対して、学校 

 ・家庭・地域と関係機関が連携を図り、問題行動等の未然防止、早期解決を行う。 

また、児童・生徒の規範意識や危機対応能力の向上を図るため、関係機関の協力を 

得ながら、「セーフティ教室」や「薬物乱用防止教室」など、非行防止・犯罪防止教 

育を行う。 

 

【施策の取組状況】 

・三宅島警察署と連携した「セーフティ教室」、「薬物乱用防止教室」を実施した。 

・社会教育において柔道、剣道をはじめ他のスポーツ教室への参加を奨励した。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後もこうした教室の開催と社会体育への積極的参加を奨励し、児童・生徒の健全

育成に努める。 

 

＜主要施策＞ 

（４）子供の心の問題や不登校など、児童・生徒の多様な課題に対応するため、互い 

 に認め合い共に学び合う学校づくりを進めるとともに、スクールカウンセラーの活 

用等関係機関との連携を密にしながら、学校における教育相談機能の充実を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・心の問題等、多様な問題に対する対応策として、小学校・中学校にスクールカウン 

セラーを配置した。 

・「いじめ」に関するアンケートを小学校では２回、中学校では３回、全児童・生徒 

に実施し、早期発見・早期解決に努めた。 

・学校、家庭、地域、関係機関との連携強化や規範意識の高揚を図り児童生徒の健全 

育成に努めた。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後も継続してスクールカウンセラーを配置し、いじめや不登校などの課題に対応 

していく。 

・様々な背景や要因を追求し、個々の状況に応じた支援を充実する。 

 

＜主要施策＞ 

（５）様々な体験活動や探究活動の機会を設け、子供たちに感動を与えるとともに、 

 視野を広げ、次代を担う夢と希望をもった人材を育成する。 

 

【施策の取組状況】 

・「ふるさと人材育成事業」を実施し、気候風土の異なる地（小学５年生は高遠町・ 

中学２年生はみなかみ町）で、地元小中学生等との交流や職業体験などを行った。 
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また、船上レストランでのテーブルマナー等の体験学習も行った。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後もこの人材育成事業を継続していく。 

 

［基本方針２ 「豊かな個性」と「創造力」の伸長］ 

 

＜主要施策＞ 

（１）三宅村の発展に貢献する人材を育成するため、独創性や才能を伸ばす特色ある 

 教育方法や制度を導入・拡充する。 

あ①異校種間の連携を重視した教育を推進する。特に都立三宅高等学校と村立三宅中 

学校で連携型中高一貫教育を実施するとともに、保育園から小学校、中学校、高等 

学校までの一貫教育を推進し、教育課程の連携や人的交流等を組織的・計画的に行 

い、魅力ある学校づくりに努める。また、保小中高一貫教育推進委員会を活用し、 

一貫教育における研究・開発を推進する。 

あ②子供が自信をもち、自己のよさや可能性を見出し、新たなことや困難なことにも 

挑戦しようとする意欲を高めるため、自己実現を図る力をはぐくみ、生きる力を育 

成する特色ある教育内容や、小規模校の特性を生かした指導方法の工夫・改善を進 

める。 

あ③学力調査を小学校及び中学校において実施し、その分析結果を元に授業改善を推 

進し、確かな学力の定着と伸長を図る。 

 ④ＩＣＴ機器を活用した教材や指導方法、学習方法を研究し、効果的な教材・手法 

を取り入れ学習意欲の向上と補充・発展学習の充実を図る。 

⑤小学校及び中学校において研究授業を隔年で実施し、研究協議会を通してＩＣＴ 

機器を活用した指導方法の充実を図る。 

 

【施策の取組状況】  

・英語力、漢字力、計算力等の検定試験を合わせて６回実施した。 

・小中合同運動会・三宅村保小中高合同音楽会・小中高合同マラソン大会を実施し

た。 

・小規模校の利点を生かし、一斉指導の中で個に応じた指導方法の工夫・改善に努力 

した。 

 ・学力調査の結果を分析して、授業方法の改善や確かな学力の定着と伸長について検 

討委員会を開催して検討した。 

 ・ＩＣＴ機器を活用した学習を行い、学習意欲の向上と充実を図った。 

 

【今後の取組の方向性】 

・保小中高一貫教育と連携型中高一貫教育の推進を図る。 

・各種検定試験などあらゆることに意欲的に挑戦させていく。 

・引き続き学力調査を実施して、その結果分析を行い課題・取り組みを検討する。 

・ＩＣＴ機器を活用した学習方法の研究と効果的な教材の導入を行う。 
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＜主要施策＞ 

（２）児童・生徒の「生きる力」を育成するという基本的な考え方に立って、各教科 

 で最低限必要とされる学習内容について、小学校低学年から反復学習を行い基礎的 

・基本的な内容の確実な定着を図り、一人一人の児童・生徒の学力や特性を把握し、

個に応じた多様な教育活動を推進する。 

あ①家庭と連携し、児童・生徒の学習習慣や読書習慣を確立させ学習意欲の向上を図 

る。 

あ②家庭と連携し発達段階に応じた家庭学習習慣の定着を支援する。 

 

【施策の取組状況】 

・基礎・基本の定着のため、小学校では、朝のモジュール時間の活用や夏季休業日に

補習の日を設定し基礎基本の定着を図った。中学校では、放課後を活用し個に応じ

た５段階の習熟度別学習指導等、指導方法の工夫、改善に努めた。 

 

【今後の取組の方向性】 

・家庭との連携を密にし、児童・生徒の学習習慣の確立を図る。 

・「授業改善推進プラン」を活用した授業改善を更に推進し、児童生徒の学力向上に 

 つなげる。 

 

＜主要施策＞ 

（３）児童・生徒の正しい勤労観・職業観をはぐくむため、社会見学や職場訪問、職 

 業人に話を聞く会、職場体験等を積極的に支援し、主体的に進路を選択する能力・ 

態度をはぐくむとともに、児童・生徒の発達段階に応じた系統的な教育を推進し、 

キャリア教育の充実を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・ふるさと人材育成事業において島外で職場体験等を実施した。 

・島内の団体・企業等での職場体験、海浜清掃等のボランティア活動を行った。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後もこうした勤労観・職業観をはぐくむための活動の継続を奨励する。 

 

＜主要施策＞ 

（４）三宅島の歴史・文化・自然に触れる機会を充実させて、郷土に対する愛着や誇 

 りをはぐくむ「郷土学習」を推進し、島のために貢献しようとする精神や島の発展 

のために進んで参加しようとする人材を育てていく。 

 

【施策の取組状況】29 年度の「郷土理解学習」は１１月９日アカコッコ館中３年 12 名 

・郷土芸能の継承活動を奨励し、小学校・中学校とも、文化祭・体験学習等で郷土 

芸能学習の成果を発表した。 
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【今後の取組の方向性】 

・郷土資料館の活用の奨励、島の歴史、文化に関わる学習機会を充実させていく。 

・総合的な学習の時間を活用した郷土学習の実践を奨励していく。 

  

＜主要施策＞ 

（５）国際社会の中で活躍できる児童・生徒のコミュニケーション能力を育成するた 

 め、小学校の外国語活動や中学校の外国語授業の充実を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・小学校の外国語活動では授業充実のため、外国語指導助手を配置し実施した。 

・中学校の英語授業の拡充のため外国語指導助手を配置した。 

・島外へ出た時（特に修学旅行時）、出来るだけ外国人との会話を奨励した。 

・TGG(TOKYO GLOBAL GATEWAY)で小学６年と中学１年が英会話の体験学習を行った。 
 

【今後の取組の方向性】 

・今後も外国語指導助手の配置や TGG への参加で、コミュニケーション能力を育成し

ていく。 

 

＜主要施策＞ 

（６）生活を見直し環境に配慮した行動を実践することや三宅島の豊かな自然の中で 

 体験活動をし、環境について考え、環境保全や自然保護に取り組む環境教育を推進 

する。 

 

【施策の取組状況】 

・キャンプ、海浜教室を実施し火山学習・自然観察等を実施した。 

・地域清掃などの環境保全活動に、積極的に参加するよう奨励した。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後もこうした環境について考える活動を継続していく。 

・島の自然を理解し体験する活動を積極的に保・小・中・高一貫教育へ取り入れる。 

・自然環境に対する理解と関心を高める教育を推進する。 

 

＜主要施策＞ 

（７）発達障害を含む障害のある児童・生徒等の一人一人の能力を最大限に伸長し、 

 社会的自立を図ることのできる力や地域の一員として生きていくことができる力を 

培うため、小学校・中学校の特別支援教育体制整備への支援を行っていく。 

   

【施策の取組状況】 

・中学校では、身の回りのことや生活に必要なことを主体的に行う意識を高めるため 

宿泊学習を実施した。  

・村費で小学校・中学校に学習支援員を配置し、支援を必要とする児童・生徒への支
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援体制を固め、効果を上げた。 

【今後の取組の方向性】 

・今後もこの特別支援教育への支援の制度を継続する。 

・対象児童・生徒の増加が見込まれるので、更に充実を図る。 

・必要に応じて就学指導委員会を開催し、特別支援学級への手続きを行う。 

 

［基本方針３ 「総合的な教育力を生かした学校教育」と「生涯学習」の推進］ 

 

＜主要施策＞ 

（１）三宅島の学校教育施設・設備の整備を推進する。その上で火山災害・地震災害 

 ・台風等の自然災害に対応した安全対策により、児童・生徒が安心して学習に取り 

組むことができる環境を整備する。また、気象庁等の関係諸機関と連携し、三宅島 

の火山や自然に関する学習の充実を図る。 

 

（２）子供が安全にくらすための取組を推進するため、学校の安全教育において、児 

 童・生徒に危険を予測し回避する能力や、他者や社会の安全に貢献できる資質・能 

力を身に付けられるよう、家庭や地域などの関係諸機関と連携を図りながら安全教 

育を推進する。 

 

【施策の取組状況】 

・健康、安全を第一とした教育環境の整備を促進するため、①火山ガス対策、②スク 

ールバス（登下校時の見守り）、③子供駆け込み１１０番の家、④交通安全対策、 

⑤避難訓練を月１回実施し、学校・家庭・地域・関係機関との連携を図った。 

・小学校では特別支援教室棟改修工事、中学校ではグラウンド法面崩壊防止工事を行

った。また、小学校・中学校ともに、校庭の緑化管理や校舎の改修工事を行い、児

童・生徒が安心して学習に取り組むことができる環境整備を行った。 

 ・緊急時対応として、保護者へのメール配信システムを確立した。 

 

【今後の取組の方向性】 

 ・今後も学校・家庭・地域・関係機関と連携を図り、且つ情報を収集し安全教育を 

推進していく。 

・今後も自然災害等を想定した安全対策により、教育施設・設備の充実を図る。 

 

＜主要施策＞ 

（３）三宅島の将来を担う人材育成のための教育を、村民の理解と協力の上で推進す 

 る。そのために、村立学校の果たす役割と教職員の職務について、三宅村民の理解 

が十分に得られるよう、学校の教育活動を広く村民へ公開する。授業公開や学校だ 

より及び学校ホームページ等で情報発信するなど、開かれた学校づくりをさらに充 

実させ、村民からの信頼と期待に応えることのできる教育を推進する。 

 

（４）子供の健康や体力向上を図るため、健康や体力に関する意識を高め、学校・家 
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 庭・地域が連携した児童・生徒の健康・体力づくりを支援し、各学校の特色を生か 

した具体的な取組を推進する。 

また、児童・生徒が積極的に運動やスポーツに親しむとともに継続した活動を通 

 して心身の調和的発達を遂げることができるよう小中合同運動会や部活動を充実さ 

せる。さらに東京都児童・生徒の体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果を活 

用して体力の向上につなげるとともに、生涯を通じてスポーツに親しむ基礎を培う。 

一方で村立学校は、体育施設を地域スポーツクラブ等に開放し、地域スポーツの 

 振興を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・学校公開、道徳授業地区公開講座の実施やホームページ等の活用により広報活動に 

努めた。 

・放課後児童健全育成事業（学童保育）を実施し、児童の安全対策に努めた。 

・社会体育団体と連携して、児童生徒の体力づくり・余暇の善用・大会参加への支援

をした。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後も関係機関と連携して、児童・生徒の健康・体力づくりのために必要な支援を 

進めていく。 

 ・情報発信を積極的に行い、開かれた学校運営を継続する。 
 

＜主要施策＞ 

（５）児童・生徒が望ましい食習慣を確立し、健康な食生活を送ることができるよう 

 にするため、村立学校における食育の一層の推進を図るとともに、学校給食におけ 

る地産地消を推進する。 

また、関係諸機関とも連携を図りながら、村民の食育に関する意識を高め、家庭 

 や地域と協働した食育の推進を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・食育担当者会を開催し、地産地消の推進や食の安全性の向上に努めた。 

・親子料理教室を通じて、食育に関する意識を高めた。 
 

【今後の取組の方向性】 

・学校給食を中心に児童・生徒の食育を推進する。 

・学校給食に地元で収穫された食材を積極的に使用していく。 
 

＜主要施策＞ 

（６）地域の伝統芸能を理解し、体験することを通して地域への愛着を深める活動を 

 支援する。 

 

（７）郷土資料館や図書館及び文化会館等の社会教育施設を充実させ、学校に対する 

 教育活動支援を図るとともに、村民の学習・交流の機会にかかわる情報サービスを 
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随時提供し、家庭や村民の教育力の向上を図る。 

（８）三宅村の文化財の状況把握を常に行い、村民全体の貴重な財産として保全に努 

 める。 

 

【施策の取組状況】 

・郷土資料館に収蔵されている古文書の修復等を行った。 

・蔵書を購入しその充実を図るとともに広報での周知を図った。 

・文化財ウィークなどの機会を活用して島内の文化財のＰＲに努めた。 

 ・学校体育館で太鼓の練習、また伝統芸能を体験学習等で実演した。 

   

【今後の取組の方向性】 

・社会教育施設の充実、文化財の発掘・保全に努めていく。 

・社会教育施設を自治会、芸能保存会などの活動の場として利用促進を図る。 

・民具等については、住民に呼びかけ、散逸を防ぎその収集に努める。 

・図書館の書棚の配置換えを行い、来館者の利便性向上に努める。 

・今後も文化祭等で、地域の伝統芸能披露を進める。 

 

［基本方針４ 「村民の教育参加」と「学校経営の充実」の推進］ 

 

＜主要施策＞ 

（１）学校運営連絡協議会を充実させ、保護者等の意見・提言、評価結果を学校評価 

 に積極的に反映させるなど、開かれた学校づくりを一層推進する。 

 

【施策の取組状況】 

・地域に根ざし開かれた学校の推進を図るため、小学校・中学校に学校運営連絡協議 

会を設置し、年３回開催した。 

 

【今後の取組の方向性】 

・外部評価だけではなく、今後もあらゆる機会と場を捉え地域との連携を推進してい

く。 
 

＜主要施策＞ 

（２）村民に信頼され、魅力ある学校づくりを進めるため、校長の人事構想に基づく 

 教員人事や学校の組織的な課題対応力向上のための主幹教諭の配置により、学校の 

自主性、自律性の確立と校長のリーダーシップを発揮できるように支援する。 

 

【施策の取組状況】 

・校長のリーダーシップの下、学校として、組織的に課題解決に取り組んだ。 
 

【今後の取組の方向性】 

・学校を組織的に機能させるため、主幹教諭・主任教諭の指導力を生かし、特色のあ

る学校づくりを進める。 
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＜主要施策＞ 

（３）教員の資質・能力及び学校の組織的課題解決能力を一層向上させるため、主幹 

 教諭、主任教諭の職務と役割を明確にして、教育職員一人一人の意欲を引き出し、 

資質・能力の一層の向上を図るとともに、学校をより組織的に機能させ、学校全体 

の教育力の向上を支援する。 

 

（４）教員の「学習指導力」「生活指導力・進路指導力」「外部との連携・折衝力」 

「学校運営力・組織貢献力」の向上を図るため、東京都教育委員会の人事考課制度 

と研修制度を積極的かつ効果的に活用できるように支援する。 

 

（５）教員の資質向上・意識改革を図り、授業改善に生かすため、村立学校において 

 年間授業計画の充実及び公表、週ごとの指導計画の作成及び点検の徹底、学校関係 

者による学校評価の実施及び公表、校内研修の充実等を支援する。 

 

【施策の取組状況】 

・教員の資質・指導力の向上を図るため、校内研修や年次研修等実施した。 

また、研修センター（都教委）主催の研修会や発表会への参加を奨励した。 

・主任教諭選考を受験させ、ミドルリーダーの育成に努めた。 

 

【今後の取組の方向性】 

・今後も研修等を実施し、教員の資質・能力の向上を図る。 

・研究・研修の成果を発表する場を設け、研究・研修に対する意欲の向上を図る。 

 

＜主要施策＞ 

（６）学校をはじめとする教育施設は村民の共有財産であるとの観点から、学校施設 

 機能の開放や効果的な運営を図る。 

 

【施策の取組状況】 

・各種行事や社会体育の場として、文化会館、コミュニテイセンター、資料館ホー

ル、三宅村阿古体育館等を活用した。 

・社会体育の場として、小学校・中学校の体育館・グラウンドを開放した。 

 

【今後の取組の方向】 

・今後も村民のために施設の有効活用を進め、村民の生涯学習を支援する。 

  

＜主要施策＞ 

（７）村教育研究員制度を通して、教育研究活動の中核となる教員を養成し、その成 

 果を広く授業実践に還元する。 

 

（８）校内研究の充実を図り、体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用 
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 した問題解決的な学習を充実させる。 

【施策の取組状況】 

・三宅村教育研究員制度の実施により教員の資質・能力の向上に努めた。 

 ・小学校が東京都プログラミング教育推進校に指定され、研究に取り組んだ。 

 

【今後の取組の方向】 

・今後も三宅村教育研究員制度を実施し、研究の成果を活用し学習の充実を図る。 

・学校の教育課題を把握し、校内研究をＰＤＣＡマネジメントサイクルで実践する。 

 

＜主要施策＞ 

（９）２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、学校教育におい

て学習活動を支える取組の充実・支援を行う。 

 

【施策の取組状況】 

・小学校・中学校で、車椅子バスケットボール日本代表選手が来校し、講演及び車椅

子バスケットボール体験会を実施した。また、小学校ではＡＳＥＡＮよりインドネ

シア人講師を招き、異文化について学んだ。中学校ではドイツのハンブルグ日本人

学校の生徒と手紙交換を実施し、異文化について学んだ 

 

【今後の取組の方向】 

・オリンピアンやパラリンピアンを招待するなど、様々なスポーツへの理解促進を図

る。 

 ・TGG（TOKYO GLOBAL GATEWAY）プログラム等を通して国際感覚を養なわせる。 
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第６ 点検・評価に関する有識者からの意見について 

 

山本 幸男 （元 三宅村立三宅中学校 教諭） 

『 三宅島の自然体験的学習を通して生きる力を養う』 

  先頃ニュースで、幼児の運動神経の発達や体力の向上、健康的な体づくりに効果を発揮する

のは、組織的計画的なスポーツ教室より、むしろ自然な運動遊びであるとする研究結果がある

ことが報道された。これは、おそらく、他者と比べられることもなく自分のペースで進み、試

行錯誤を繰り返す体験の重要性を表すものであろう。幼児は、鬼ごっこやボール遊びや、野山

を走り回る遊びを通して、バランス感覚などの運動能力や判断力、認知能力、また、弱い者へ

の配慮、ルールを守って遊ぶといった社会性を身につける。こうした遊びを含めた豊かな体験

が子どもを育むのである。 

 そこで、三宅島には独特な火山地形、湖、黒潮流れる海、豊富な雨量や温暖な気候に育まれ

た森、そしてその中で生息する野鳥などの豊かな自然環境がある。三宅島で育つ子どもたちに

とって、島の自然の中で、のびのびと遊びながら学ぶことは、貴重な体験となり生きる力が育

まれる良い機会となると考える。現在、アカコッコ館主催の野鳥の観察会などや三宅村役場、

観光協会主催の「三宅島イキイキウォーキング」や「三宅島GEOノルディックウォーク」などが

実施されている。子どもたちにとって、これらの活動に参加することは健康増進とともに、自

然に対する興味関心を育む場となる。 

 では、三宅島の自然から学ぶ活動にはどのようなものがあるか具体的に考えてみたい。 ①

バードアイランド三宅島ならではの取り組みとして、様々な季節の野鳥の姿と鳴き声やその生

態を知る。すでに島の先輩がまとめた図鑑もあるので活用したい。②大路池のスダジイやタブ

などの原生林と、その下に生育するシダ植物などを観察する。③海岸の植物の生育環境とその

特徴やオカヤドカリの生態と保護について考える。④海での遊びを通して様々な海藻、魚など

の海洋生物を知るとともに、波の性質や海岸や岩場での行動の仕方を学ぶ。⑤三七山やひょう

たん山など火山周辺での観察を通して、火山の形の特徴やその成り立ちを知る。また、スコリ

ア、火山弾などの火山噴出物の特徴から火山活動について考える。溶岩の観察を通して上部と

下部の性質や形の違いからその生成過程について知る。⑥オオタニワタリやハマユウ、ハマヒ

ルガオ、ハマエンドウなどを実生から育て、その苗を自生地に戻す活動をする。⑦キャンプを

して、火おこしや薪の調達、かまどの製作などをできるだけ自分たちの手で行う。以上私が気

づいた主なものをあげてみたが、まだまだ多くの活動があるだろう。 

 さて、これらの活動をどのように行っていくかという問題がある。前に述べたようにすでに観

光協会等が実施している行事で親子での参加を増やし自然観察の目を育てる。また、地域の人材

を生かし、年に数回親子で参加できる自然観察会を開催する。三宅の自然の中で学ぶことを目的

にした少年団のような組織をつくり活動する。地域の青年団と一緒に夏の海水浴シーズンを前に

コンクリートに付いたコケを落としている活動もみられるが、このように、異年齢集団での奉仕

活動や物作りなどの活動も考えられる。これらの活動を通して自然の見方を学び、物事を科学的

に推理する力が身につくと考える。さらに、子どもたちの自発的な活動を促し自由な発想のもと、

自分の頭で考えて行動する習慣を養うとともに、さまざまな年齢の仲間と活動することにより社

会性が身につき、生きる力が育まれると考える。 
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築穴 律男 （前 三宅高等学校ＰＴＡ 会長） 

『 防災教育の役割 』 

三宅島に住むということは噴火災害と向き合うことである。三宅島で生まれ育った私も約２０

年周期で噴火が起こると教えられて育った。物心ついた頃の断片的な記憶のひとつに、小学校で

の集団下校訓練の光景があるが、時折蘇るこの記憶は当時の防災教育のひとつの成果と言っても

良いかもしれない。 

令和元年の今年、台風や大雨が日本各地に被害をもたらし、災害の多い年として記憶・記録に

残る一年になるのではと思う。「天災は忘れたころにやってくる」と言うが、最近は想定を超え

る規模の自然現象が発生していることも、被害が大きくなる要因であるように思う。自然をコン

トロールすることが出来ない以上、被害を最小限にするために必要な対策、そして起きた被害へ

の対応などあらかじめ準備しておくことが必要であるが、そうした対策が間に合っていないのが

現状であろう。 

災害に備えることは環境的な面と、人的な側面がある。社会資源でもある環境面での対策は主

に行政が担うもので、簡単に言えば災害に強い街づくりを目指すことである。対して人的側面は、

実際に災害に見舞われたときに、個々人が命を守るためにどのように行動すべきかをあらかじめ

知ることである。災害に対する知識をどのようにして高めるかは、やはり学校や会社での教育が

大きな役割を担っている。知る者と知らざる者の差が、生死を分ける重大な差になり得るため、

防災教育は非常に重要である。 

教育とは知識を教えることだけでなく、考える力を養うことも大きな役割である。考えること

で知識をより強固に自分のものとすることができるだけでなく、どのように行動すべきか判断す

る手助けになるからである。教えられた行動だけしかできないのではなく、得られた知識から自

分なりの最適解を見付ける作業が出来るようになることが教育の重要な役割の一つだと考える。 

防災教育でもうひとつ大事なことは、災害に対する知識に科学的な視点を取り入れることであ

る。人は理解のできないことに対しては不安になるものである。しかし、どういう仕組みで、ど

のような現象が起こるかをあらかじめ知っていれば、無用な不安を取り除くだけでなく、根拠の

ない憶測に惑わされず冷静な判断をする手助けとなるだろう。噴火の歴史や仕組み、それに対し

て先人たちがどのように対処してきたかを知ることと同時に、最新の情報を提供し災害に対する

心構えを持つことが重要である。 

また防災教育も他の教育と同様、発達段階に合わせて内容を変える必要がある。冒頭の私の古

い記憶のように、意味は理解できないながら行動した経験は幼い記憶にも定着することが期待で

きるし、高学年では知識の習得や考えることを前提にした防災教育に移行していくことが望まし

い。 

災害に備えることは多くの内容を含む。被害を最小限に抑えるための予防策、避難行動や救助

活動、ライフラインの復旧もさることながら、被災者の生活支援や精神的支援も含め様々な専門

職の関与が必要となる。まさに人知を結集した物心両面のサポートが必要な、現代社会だからこ

そ可能とも言える、そして必要な課題である。それらを遠い未来や他の地域のこととしてでなく、

身近な問題として考えることのできる人材の育成が急務ではないかと考える。 

子ども達の記憶に残るような知識教育、実践教育を期待したい。 
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